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１．平成24年５月期第１四半期の連結業績（平成23年６月１日～平成23年８月31日）

（１）連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年５月期第１四半期 3,037 1.2 617 △8.8 523 △18.1 302 △19.1

23年５月期第１四半期 3,001 12.9 676 91.3 640 89.7 373 81.4

(注) 包括利益 24年５月期第１四半期 279百万円(△15.5％) 23年５月期第１四半期 331百万円(－％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年５月期第１四半期 28 00 27 80

23年５月期第１四半期 33 47 33 31

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年５月期第１四半期 7,739 6,042 78.1

23年５月期 7,901 5,941 75.2

(参考) 自己資本 24年５月期第１四半期 6,042百万円 23年５月期 5,941百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年５月期 － － 12 50 － － 17 50 30 00

24年５月期 － －

24年５月期(予想) 15 00 － － 15 00 30 00

３．平成24年５月期の連結業績予想（平成23年６月１日～平成24年５月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,300 6.0 1,400 5.7 1,300 1.8 800 15.8 74 21

通期 13,000 6.6 3,100 17.1 3,000 15.8 1,800 12.3 166 99



  

 

 

 
 

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）５ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規 － 社 (            )、除外 － 社 (            )

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む)  24年５月期 

 第１四半期
11,844,000株  23年５月期 11,844,000株

② 期末自己株式数  24年５月期 

 第１四半期
1,053,100株  23年５月期 1,065,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計）  24年５月期 

 第１四半期
10,785,650株

 23年５月期 

 第１四半期
11,153,900株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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気象市場は、全世界で6,000億円以上の市場規模はあると認識しています。世界各地で発生している

大規模な気象災害や気候変動への関心の高まり、世界中で個人がコンテンツを交信できるネット社会の

進展により、今後も気象コンテンツ市場はグローバルに成長し続けると考えています。 

 当社では、「69億人サポーターとともに」という夢のもと、創業以来、第1成長期（1987年6月から

1995年5月まで）は「事業の成長性」、第2成長期（1995年6月から2004年5月）は「ビジネスモデルの多

様性」、第3成長期（2004年6月から2012年5月）は「経営の健全性」を目指しています。当期は、この

第3成長期の仕上げの期であり、「革新性」を通じて本格的なグローバル展開を目指す第4成長期（来期

より）の助走期として位置付け、積極的に下記テーマに取り組んでいます。 

 <1> 市場面－重点事業への注力  

  ・BtoB市場－交通気象（航海気象、道路気象、鉄道気象、航空気象）のグローバル展開 

  ・BtoS市場－モバイル・インターネット中心としたトランスメディア展開の加速  

 <2> 無常識な気象インフラ、テクノロジーの開発・展開 

  

売上面では、交通気象の航海気象（海運会社向け）は、安全性とともに節燃、環境負荷軽減といっ

た最適運航を実現するOptimum Ship Routeing(OSR)サービスの提供が拡大し、コンテナ船、自動車船

に続き、ばら積み船においても韓国の海運会社への提供が始まりました。また、タンカー市場におい

ても第2四半期以降のOSRサービス提供が決定しています。道路気象、鉄道気象、航空気象では、台風

や局地的な大雨による気象リスクへの対応策コンテンツなど価値創造サービスが拡大しました。 

 こうした結果、価値創造サービスは成長したものの、航海気象において前期欧州のタンカー向けに

行った試験的サービスが終了したことや為替換算差等により、交通気象全体の売上は前年並みとなり

ました。 

 BtoS市場の重点事業であるモバイル・インターネットは、台風、大雨の気象リスク、地震・津波と

いった地象リスクに対するコンテンツ、節電意識を高める「デンキ予報」など個人サポーターとの交

信型コンテンツサービスの利用が広がりました。また、Android携帯において有料化が始まったスマ

ートフォンや地上波デジタルへの移行など、多様なトランスメディア展開により、前年同期比7.5％

成長しました。 

 また、当期はグローバルな価値創造サービスの拡大を視野に入れ、北極海を監視するWNI衛星や

WITHレーダーなどの取り組みに加え、東日本大震災をきっかけに津波を早期に把握する津波レーダー

など、市場の期待が高く、従来の技術では解決が難しいテーマに対して、Oklahoma Innovation

Centerなどを中心に、革新的な観測インフラの研究・開発からサービス化に向けて積極的に取り組ん

でいます。 

  

 こうした結果、売上面では、重点事業が1,925百万円（前年同期比2.9％増）と成長し、売上全体で

3,037百万円（前年同期比1.2％増）となりました。  

 利益面では、革新的サービスを実現するための技術・インフラへ積極的に投資するとともに、今後

のサービス拡大に備えた体制の整備・強化等により、営業利益617百万円（前年同期比8.8％減）、経

常利益523百万円（前年同期比18.1％減）、純利益302百万円（前年同期比19.1％減）となりました。

なお、営業外費用として、7月福島県小名浜港にてSHIRASEを中心に行った東日本大震災復旧・復興支

援事業77百万円を計上しています。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 当第１四半期の概況
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当連結会計年度における市場別売上高は以下の通りです。 

 
    （注）重点事業・・BtoB市場の交通気象、BtoS市場のモバイル・インターネットを重点事業に区分しております。 

（参考）地域別売上高 

 
  

BtoB市場は、社会のインフラとして企業、個人にとってニーズが高く、かつグローバル市場へ展開

を広げていく交通気象（航海気象、道路気象、鉄道気象、航空気象）を重点事業として位置づけ、注

力しました。  

  中でも、当社サービスの原点である海運会社向け航海気象は、燃料費の高まりや2013年から始まる

世界的な海運業界の環境負荷軽減の取り組みなどを受けて、安全性とともに燃費を向上させ、高い運

航効率を実現する新サービスOSR(Optimum Ship Routeing）の提供が、日本・アジアのコンテナ船、

自動車船に引き続き、ばら積み船（韓国の海運会社）にも導入が始まるとともに、新たなタンカー市

場への提供も第2四半期以降に決定しています。 

  道路気象、鉄道気象、航空気象では、台風や局地的な大雨による気象リスクが発生する中で、世界

でも初めての航空機用レーダーを活用した小型レーダーネットワーク「WITHレーダー」を全国の交通

の要所約70か所に配置して、従来把握が難しかった局地的な雨、雪、風などの気象リスクへの対応策

サービスを交通関連企業と取り組むなど、新しい交通のインフラとして浸透するとともに、サービス

提供を拡大しました。 

 こうした結果、重点事業である交通気象の売上は、価値創造サービスは成長した一方で、一部の試

験的サービスの終了、為替換算差等により、売上は989百万円と前年並みとなり、BtoB市場全体の売

上高は、前年同期比1.5％減の1,450百万円となりました。 

  

② 市場別の状況

市場区分

 

前第１四半期
連結累計期間

（自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日）

当第１四半期
連結累計期間

（自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日)

増減率

百万円 百万円 ％

交通気象 999 989 △1.0

交通気象以外 473 461 △2.6

BtoB市場 1,473 1,450 △1.5

モバイル・インターネット 870 935 7.5

その他メディア 658 651 △1.0

BtoS市場 1,528 1,587 3.8

合計 3,001 3,037 1.2

 

前第１四半期
連結累計期間

（自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日）

当第１四半期
連結累計期間

（自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日)

増減率

百万円 百万円 ％

日本 2,438 2,566 5.2

欧州 308 250 △18.5

アジア・豪州 188 164 △12.8

北米 66 56 △15.6

合計 3,001 3,037 1.2

【BtoB（企業・法人）市場】
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 BtoS市場では、携帯電話を中心にあらゆるメディアを通じてトランスメディア的にサポーターが参

加する気象コンテンツが広がることにより、売上成長しました。東日本大震災後の余震をはじめ、台

風、大雨など、被害リポートや交通機関への影響などの減災コンテンツが関心を集めました。 

 こうした中で、地震や津波などの気象リスクの高いときはもちろん、節電情報を共有する「デンキ

予報」など、サポーターがコンテンツに参加する新しいネットワーク型のリアルタイムな情報交信イ

ンフラが広がり、新たな価値を創っています。 

 また、スマートフォン向けの「ウェザーニュース タッチ」は、iPhone、Android合わせて500万ダ

ウンロードを超え、サポーターの裾野を広げるとともに、5月から始まったAndroidの有料会員サービ

スも順調に立ち上がっています。 

 こうしたサポーター参加型のコンテンツサービスと携帯電話を中心としたトランスメディア展開に

より、モバイル・インターネットの売上は前年同期に比べて7.5％と引き続き成長し、BtoS市場全体

の売上は、前年同期比3.8％増の1,587百万円となりました。 

  

 当社では、従来にない革新的なサービスを実現するために、無常識な発想で新たなインフラ・技術

の開発に取り組んでいます。北極海海氷の減少に伴い実現しつつある北極海航路の航海を支援する情

報を今夏初めて日本の海運会社所有船舶に提供しました。2012年9月には、この情報の確度を高める

ために、海氷を独自にモニタリングする超小型衛星・WNI衛星をロシア・ヤースヌイ宇宙基地から打

上げることを決定しました。このWNI衛星、WITHレーダーに加え、市場のニーズが高く、現在の気象

インフラ、テクノロジーでは解決することが難しい、14のテーマのプロジェクトへの取り組みを始め

ています。渋滞などの交通情報をリアルタイムに把握するプロジェクトや全国に設置したコンパクト

な気象観測機によってきめ細かい気象データをもとにしたサービスを実現する「WITH SENSORプロジ

ェクト」など、Oklahoma Innovation Centerや他の研究機関、企業と連動しながら、開発を進めてい

ます。こうしたインフラ・技術をもとにした革新的サービスを実現することによって、今後のグロー

バル展開を推進していきます。 

   

気象、地象による被害を軽減することが使命である当社では、東日本大震災に対し、被災地や復

旧・復興に携わる企業・個人を支援するために社内に特別プロジェクトをつくり、継続的な活動に取

り組んでいます。7月には、復旧・復興支援事業の一環として、当社創業の原点とも言える福島県小

名浜港に元南極観測船SHIRASEを停泊させ、周辺海域の環境観測や津波減災に関する談議会、船内見

学などを行い、期間中に1万人以上の地元の方々が訪れました。また、沿岸部の復旧・復興作業を支

援するために、津波を早期に把握するための津波レーダーの開発・設置を東北10数箇所で進めていま

す。 

  

【BtoS（個人・分衆）市場】

【中期的な革新的サービスに向けた取り組み】

③ 東日本大震災への取り組みについて
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① 資産、負債および純資産の状況 

当第１四半期におきましては、売上の伸長に伴い売掛金が256百万円増加しました。また、法人税

等の支払などにより現金預金が447百万円減少した一方、支払原資の一部を短期借入200百万円によっ

て賄いました。これにより、総資産は、前連結会計年度末に比べて162百万円減少し、7,739百万円と

なりました。また、負債は、前連結会計年度末に比べて263百万円減少し、1,696百万円となりまし

た。 

 純資産は、前期末の配当188百万円を行う一方で、四半期純利益302百万円を計上したことにより、

前連結会計年度末に比べて100百万円増加し、6,042百万円となりました。 

 これらにより、自己資本比率は78.1％となっております。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益523百万円を計上する一方で、

法人税等の支払478百万円などにより203百万円の支出（前年同期98百万円の収入）となりました。投

資活動によるキャッシュ・フローは、革新的なサービスを実現するためのインフラ投資としての、有

形固定資産の取得123百万円などにより185百万円の支出（前年同期359百万円の支出）となりまし

た。また、財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払173百万円および長期借入金の返済

88百万円に対して短期借入200百万円を実行したことにより、53百万円の支出（前年同期310百万円の

支出）となりました。 

 以上に現金及び現金同等物に係る換算差額4百万円を減算し、現金及び現金同等物の当第１四半期

末残高は564百万円（前年同期1,714百万円）となりました。 

  

BtoB市場の重点事業である航海気象は、海運会社の期待に応えるOSRサービスが、日本からアジ

ア、欧州へ、船種もコンテナ船から自動車船からばら積み船、タンカーへ広げていきます。また、革

新的なサービスを実現する技術・インフラを進めることにより、交通関連企業へのサービスの提供を

拡大する計画です。9月には海運会社のグローバル展開に対応したシンガポール営業拠点を開設する

とともに、航空、道路、鉄道のアジアを中心としたマーケティングを行うことによって第4成長期に

向けた本格的なグローバル展開の準備を進めていきます。 

 BtoS市場のモバイル・インターネットでは、台風、地震などの減災コンテンツを中心に、サポータ

ー参加型のコンテンツやスマートフォンも含めたトランスメディア、地上波デジタルを視野に入れた

メディアとの連携などを積極的に展開していきます。 

 こうした重点事業への継続的な集中および革新的なサービスを実現するインフラ構築に積極的に取

り組み、重点事業が継続的に成長していることから、平成23年６月27日発表の通期の業績予想に変更

はありません。 

  

  

   

 該当事項はありません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,013,504 566,492

受取手形 16,585 －

売掛金 2,335,786 2,592,152

仕掛品 139,685 210,174

原材料及び貯蔵品 91,319 53,539

繰延税金資産 81,857 60,327

その他 277,045 225,856

貸倒引当金 △65,434 △74,790

流動資産合計 3,890,350 3,633,753

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,167,733 1,145,526

工具、器具及び備品（純額） 905,056 888,220

土地 384,677 384,677

リース資産（純額） 4,431 3,836

建設仮勘定 150,471 183,900

その他（純額） 8,905 8,007

有形固定資産合計 2,621,275 2,614,169

無形固定資産

ソフトウエア 388,974 433,966

その他 27,095 27,045

無形固定資産合計 416,069 461,011

投資その他の資産

繰延税金資産 302,123 297,997

その他 671,909 732,466

貸倒引当金 △366 △371

投資その他の資産合計 973,666 1,030,092

固定資産合計 4,011,012 4,105,273

資産合計 7,901,362 7,739,027
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 162,305 151,272

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 256,800 214,300

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

リース債務 4,066 13,023

未払金 303,580 210,827

未払法人税等 528,254 239,585

関係会社整理損失引当金 28,978 28,978

その他 279,126 253,755

流動負債合計 1,683,110 1,431,742

固定負債

社債 150,000 150,000

長期借入金 117,000 70,800

リース債務 9,460 43,961

その他 306 306

固定負債合計 276,766 265,067

負債合計 1,959,877 1,696,810

純資産の部

株主資本

資本金 1,706,500 1,706,500

資本剰余金 967,990 964,342

利益剰余金 4,566,001 4,679,439

自己株式 △1,156,668 △1,143,636

株主資本合計 6,083,824 6,206,645

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △142,339 △164,428

その他の包括利益累計額合計 △142,339 △164,428

純資産合計 5,941,484 6,042,217

負債純資産合計 7,901,362 7,739,027
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
至 平成23年８月31日)

売上高 3,001,771 3,037,824

売上原価 1,473,339 1,599,915

売上総利益 1,528,431 1,437,908

販売費及び一般管理費 851,499 820,271

営業利益 676,931 617,636

営業外収益

受取利息 391 400

受取配当金 120 672

その他 435 312

営業外収益合計 947 1,385

営業外費用

支払利息 7,252 2,909

コミットメントライン関連費用 － 3,780

為替差損 27,690 10,603

災害復興支援費用 － 77,270

その他 2,868 520

営業外費用合計 37,811 95,084

経常利益 640,068 523,937

特別損失

固定資産除却損 431 －

特別損失合計 431 －

税金等調整前四半期純利益 639,636 523,937

法人税、住民税及び事業税 241,796 196,208

法人税等調整額 24,440 25,661

法人税等合計 266,236 221,869

少数株主損益調整前四半期純利益 373,400 302,068

四半期純利益 373,400 302,068
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四半期連結包括利益計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
至 平成23年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 373,400 302,068

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △41,952 △22,088

その他の包括利益合計 △41,952 △22,088

四半期包括利益 331,447 279,979

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 331,447 279,979

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
 至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 639,636 523,937

減価償却費 142,026 149,256

受取利息及び受取配当金 △511 △1,072

支払利息 7,252 2,909

コミットメントライン関連費用 － 3,780

災害復興支援費用 － 77,270

固定資産除却損 431 －

売上債権の増減額（△は増加） △195,382 △239,786

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,802 △32,709

仕入債務の増減額（△は減少） 4,905 △11,032

その他 △58,582 △125,181

小計 594,577 347,372

利息及び配当金の受取額 441 1,009

利息の支払額 △3,711 △1,476

災害復興支援費用の支払額 － △72,543

法人税等の支払額 △493,157 △478,012

営業活動によるキャッシュ・フロー 98,149 △203,650

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △305,836 △123,252

無形固定資産の取得による支出 △53,876 △72,026

敷金及び保証金の差入による支出 △620 △1,512

敷金及び保証金の回収による収入 406 10,905

投資活動によるキャッシュ・フロー △359,926 △185,884

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000

長期借入金の返済による支出 △141,300 △88,700

配当金の支払額 △171,743 △173,133

自己株式の売却による収入 3,128 9,384

その他 △1,004 △624

財務活動によるキャッシュ・フロー △310,920 △53,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27,903 △4,399

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △600,600 △447,010

現金及び現金同等物の期首残高 2,364,273 1,011,990

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

△48,730 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,714,942 564,980
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該当事項はありません。 

  

当社及び連結子会社は気象情報を中心とした総合的なコンテンツ提供サービスを事業内容としてお

り、当該事業の単一セグメントであります。そのため、セグメント情報については記載を省略しており

ます。 

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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